
平成２６年度事務事業評価及び特定分野評価（補助金） 
に係る改善計画書 

事業名 ふれあい農業学園事業補助金 
所管課名 農政課 課長名 大木 偉彦 

事業の目的と実施内容 

目的 

地域住民・一般農業者等を対象に、地域の農業者から農業指導を受ける機会

を提供することにより農業全般への理解と知識を深めるとともに、担い手対

策に努めることを目的とする。 

内容・方法 

実施主体である県央愛川農業協同組合への補助金交付 補助率 1/2 以内   

 （内容・農産物肥料講習会・水稲栽培講習会・町内４校の小学校を対象と

した水稲栽培指導） 

１ 評価結果及び町の最終方針 

自己 現状維持 １次 現状維持 ２次 改善 
今後の方向性に係る意見等（最終） 町の最終方針 

小学生に対する農業指導は非常に効果が高

いと思われるため、町内全小学校での実施を

働きかけることが望ましい。また成人向けの

講習会については、対象者が農協組合員等に

限られていることから、補助対象とする妥当

性を考慮し、見直すべきである。 

所管課の方向性のとおり、小学校での農業体

験の充実や、成人向けの講習会の対象を農協

組合員等以外に拡大することを含め、効果的

な事業の実施方法を検討し、可能なものにつ

いて、平成 27 年度から順次拡大する。 

２ 町の最終方針を実施するための具体的な方法 

項目名 時期（期限） 具体的な改善等の内容 

事業方法の検討 H27.6 部内で事業方法を検討する。 

事業方法の検討 H27.9 
成人向けの講習会について、農協と改善に向けた調整

する。 

事業方法の検討 H28.3 
小学校での農業体験について、農協と町（教育委員

会・小学校・農政課）で改善に向けた調整する。 

事業計画 H28.3 農協と改善した成人向けの講習会を計画 

事業計画 H28.4～ 
農協と町（教育委員会・小学校・農政課）と改善した農業体験

を計画 

３ 改善後の事業が目標とする成果 

指標の名称 

※原則として評価時と同一 
単位 

基準年度 

（Ｈ２５） 
Ｈ２７ Ｈ２８ 

各種講習会・町内各小学校・農

業指導参加人数 
人 781 790 830 

目標とする成果の

設定理由 

農業に対する知識と技術を身につけることが担い手の増加につなが

り、農業振興になる。 

４ 経費等の見込み 

 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

事業費（予算） 単位：千円 50 50 50 

概算職員数 単位：人 0.002 0.002 0.002 



５ 改善等工程表 

項目名 
（２ 町の最終方針を実施するための具体的な方法と一致） 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

 工程名 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

事業方法の検討                         
 部内で事業方法の検討                         

農 協 と 改 善 に 向 け た 調 整     
（成人向けの講習会）                         

農協と町（教育委員会・小学校・農政
課）と改善に向けた調整（農業体験）                         

事業計画                         
 農協と改善した成人向けの講習会を計

画                         

農協と町（教育委員会・小学校・農政
課）と改善した農業体験を計画                         

                         

                         
                          

                         

                         

                         
                          

                         

                         

                         
                          

                         

                         
 


